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□経営理念

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＜環境経営理念＞

＜環境保全への行動指針＞  

１ ．環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

２ ．創意工夫による省エネルギーにより二酸化炭素排出量の削減に努めます。

３ ．廃棄物の発生抑制につとめ、再資源化に努めます。

４ ．適正な利用により水使用量の削減に努めます。

５ ．塗料や接着剤など適正管理に努めます。

６ ．年度経営指針書の行動計画実行により企業価値向上をめざします。

７ ．地域や関係団体の環境活動に積極的に参加します。

2023年7月25日

代表取締役社長

制定日： 2021年10月1日

改定日：

環境経営方針

私達はサイン事業を通じて、地球温暖化問題への取り組みや地域の環境活動に自主的・積極
的に社員一丸となって継続的に改善活動に取り組みます。
永続する社会、地域、私達の未来を想像し、「誰一人取り残さない社会」の姿を「示す」こ
とを目指します。

　　　　　　　　　　　　共に 私達は、サイン事業を通し

お客様、協力会社と共に、幸福な未来を創造し

豊かな人生を実現します。

創る 私達は、場所を示し、人の集いを創る

社会資本の一貫を担い、街創り、地域創りに

貢献します。

未来 私達は、常にお客様のニーズを捉え、

社会環境の変化にも対応する表現力を

身につけます。

3



□組織の概要
更新日：

（１） 名称及び代表者名
有限会社ジャックスクリーン
代表取締役　今岡 和雄

（２） 所在地
本　　　社 大阪府八尾市跡部本町1丁目4-40
東京営業所 東京都品川区南大井6丁目3-18

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 施工管理部 坂本 紀子　　 TEL：072-999-5301
担当者 総務部 坂本 紀子　　

（４） 事業内容
屋外広告の企画・設計・制作・施工

（５） 事業の規模
売上高 百万円 （2024年度実績）

従業員　　　　　名 名 名 名

延べ床面積　　　㎡ ㎡ ㎡ ㎡

（６） 事業年度 6 月 1 日 ～ 5 月 # 日

□認証・登録の対象組織・活動

登録組織名： 有限会社ジャックスクリーン

対象事業所： 本　　　社

東京営業所
対象外： なし
活動： 屋外広告の企画・設計・制作・施工

□事業紹介

 

62

2024年5月31日

224 本　　　社

15 1

396

434

16

東京営業所 合計

458

（私たちの仕事）

屋外、屋内のあらゆる看板・サインを、 設計から製作、施工までトータルで行って

います。平付サイン、シート切り文字サイン、アクリ切り文字サイン、カルプ文字、

点字サイン等、自社内で製作し安心、安全かつ迅速な対応を心がけております

現地調査 設計デザイン 施 工製 作
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□環境経営組織図及び役割・責任・権限表 更新日：

代表者

藤井美月
環境管理責任者兼事務局 辻本 晃一

イクバル

製作技術部

  

坂本紀子

製作技術部

総務部

関　玲奈

営業部

玉置　良映
芝田歩乃花

営業部長中山隆太郎

施工部

清原　岳

寄本　大介

横田　恵

近藤　己順

営業部兼施工
多田　祐一

2025年4月21日

事務局補佐

社内会議

社長

近藤　亜喜良

堀川　真志

鶴見　正
ﾃﾞｻﾞｲﾝ設計部

今岡 和雄

統括責任

必要な経営資源を準備

環境経営方針の策定・見直し

全体の評価と見直し、指示

環境に関する実行責任者

環境経営計画の審議

環境管理責任者の補佐、環境委員会の事務局

各種帳票の作成・データの取りまとめ

環境経営目標・計画書案の作成

環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

環境経営方針の周知、従業員に対する教育

訓練の実施

環境経営目標達成に向けた取組実施

環境関連法規等遵守の取組

緊急事態対応試行訓練の実施・記録

環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚

決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参

加現 場
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□主な環境負荷の実績

単位
kg-CO2

kg
kg

㎥

※二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh 電力会社の調整後の係数　
※負荷の実績は工事現場を含む

□環境経営目標及びその実績

✕

〇
✕

✕

✕

✕

✕

※産業廃棄物は通常排出される混合廃棄物と廃プラを削減目標としている。
※都市ガス、灯油について削減目標としていません。

単位：t-CO2

12.5

2050年 0

㎥ 108
基準年度比

カーボンニュートラルに向けたわが社の取り組み
Scope1
化石燃

Scope2
電力

対　策

自動車燃料による二酸
化炭素削減

kg-CO2 26,652

38,660

一般廃棄物の削減

2021年 24.5 12.8 カーボンニュートラルへの基準とします。

現在 省エネ+ハイブリッド車28.0

水道水の削減

2024年度経営指針書
行動計画項目

2030年 18.65 0 省エネ+ハイブリッド車+再エネ電力

溶剤の適正管理

0

100% 100%
108

行動目標（次項による）

2022年 111% 100%

行動目標（次項による）

2023年 2024年
43,602

総排水量

2022年

0.45

2026年2025年

98%

96%

kg-CO2 12,008

717

38,420 40,452 37,64638,153

703

27,968
100%

上記二酸化炭素排出量合計

94%
108 108 120

原単位 kg-CO2/千円

5,629 5,570
98% 118%

138%
kg 5,925

26,119

732

基準年度比

43,547 44,649

99%
26,652 26,385

8,640

11,768 12,484 11,768

0.043 0.042

（目標）

98%

105%

（実績） （目標）
評
価

5,688 8,200
基準年度比

基準年度比 2022年 96%

2022年

kg-CO2

0.044 0.043 0.028
96%

（目標）

基準年度比

（基準値)
　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

電力による二酸化炭素
削減

産業廃棄物（混合・廃
プラ)の削減 95%

104%

98%
717 867

廃棄物排出量

　産業廃棄物排出量 6,432
　一般廃棄物排出量

124

2024年

932

2022年

二酸化炭素総排出量

731

項　目 2022年

867
6,340

kg

11,528
98%

121108

2022年

省エネ+電気自動車+再エネ電力

0

50

2021年 現在 2030年 2050年

CO2排出量(t-CO2)
化石燃料 電力
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□環境経営計画の取組結果とその評価

数値目標：○達成　×未達成
活動：○よくできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2022年

2024年

自動車燃料による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2022年

2024年 1,089

4月
837

785

取組結果とその評価、次年度の取組内容

800

1,262

894

1,668 1,685

8月7月 5月

達成状況

1,730

✕

・設備の定期点検（1Fレーザー機に関してはチェック
シート作る）

取組評価は×という結果になったが、今期売上が基準年の1.5倍ということから
すると104％は、それほど悪い数値ではない。実際、売上高原単位評価が〇に
なっていたことは自信を持てる結果となった。年２回の空調フィルター清掃や
日々の消灯声かけ、繁忙期の打合せなどによる効率を考えた製作によりこの結
果に繋がったと感じる。加工機械については、加工が終わっていてもそのまま電
源が入れっぱなしになっていたり、一部設備の定期点検を実施出来なかったの
で、その部分をもっとしっかりと実施すればさらに目標値に近づけたのではない
かと思う。次年度は途中から新社屋に移るため環境も変わるので実際どういっ
た数値になっていくか読めないが、基準年2022年度の数値維持を目標とし、引
き続き不使用電気消灯の徹底と、定期点検は必ず実施して目標値に近づける
ように取り組みを進めていく。

・空調機フィルター定期清掃 ○

達成状況

〇

5月12月

9月 10月 11月 12月

取組結果とその評価、次年度の取組内容

1,855
2,275

2,031 2,450 2,825 2,082

過去最高益の達成に伴い、数多くの現場を納めた。それに伴い多くのガ
ソリンを消費し、目標達成とはならなかったが目標に対して5%の上昇率
にとどめることができた。
その要因としては、現場へ少ない台数で行く、現場からの出戻りのない
ように準備、製作を心がけた結果だと感じる。
取り組み内容に掲げたができていない項目もあり、省エネ運転や打ち合
わせ時の公共交通機関の利用の推進ができれば目標の達成に近づけ
ると思うので、次年度も同じく基準年からの100％を目指し度推進者が先
頭に立って実行していく。

1,685 2,059 1,390

1,029
3月

△

2月

925

2,307

684 842 748

0

3,138 2,222

0

2月
1,080 1,524

×

2,514

1,252

数値目標 ✕

995

○
○

1月

1,6743,383

4月
3,096 2,992

1,083
924 745

・現場へ出戻りのないようにな準備、製作を心が
ける

・現場へ向かう際の省エネ運転推進

・同じ現場には車1台でいくことを心がける

・車両定期点検（タイヤ空気圧含む）

3月1月

6月

・打ち合わせはなるべく公共交通機関を推奨

△

928
985 1,148 943

2,1011,683

数値目標
原単位目標

2,871
10月9月8月7月6月

△

・不要照明の消灯 △

11月

1,092 972 884

0

2,000

4,000

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

電力（kWh） 2022年 2024年

0

1,000

2,000

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

ガソリン（L) 2022年 2024年
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一般廃棄物の削減

2022年

2024年

産業廃棄物（混合・廃プラ)の削減

取組紹介欄

2022年

2024年

9月 10月

△
△

・マイ箸、マイカップ推奨を引き続き取り組む

達成状況

数値目標

・帳票見直しで印刷物削減（部数最小限）

1月11月

54 73

5月12月

3月

1,080
230

7月

△

1月
65 100

取組結果とその評価、次年度の取組内容
売上が2022年度と比べて1.5倍に増加したが、産業廃棄物の総量は1,25倍程度
にとどまっており、実質16%の廃棄物削減が達成できたことはかなり評価出来る
結果だ。今後は量だけでなく、リサイクル率を上げるなど、活動の質的向上を目
指していく。そのためには現場からの持ち帰りゴミを減らす・端材有効活用で無
駄な材料を買わない・ゴミを出さないようにする・だけでなく、廃棄物の置き場を
明確に区分けして、的確に容易に分別ができるようにする。リサイクル業者との
関係もさらに強化し、適切に廃棄物を引き渡せるように務めるなどの施策を進め
ていく。次年度の目標は同じく2022年度を基準にし少しでも100％に近づけるよう
増加率にも注意していきたい。

62
65

・封筒の再利用（現場へもって行く品物入れに転
用など）

8月

数値目標

6月

・電子データ、メールの積極的活用

5880

○
・使用済の裏紙使用（カレンダーなども） ○

27

✕

0

6192
40

0 860 940

今期は特に裏紙使用や無駄印刷を減らすことが社内できっちり浸透したと感じ
る。それらが、数字的な部分でも表れており、目標数値は基準年度732㎏の98％
（717㎏）でスタートしたが最終実績は基準年度の118％（867㎏）の結果となり、
今期の売上げが前年比150％大幅ｱｯﾌﾟを考えると非常に良く頑張った数字だと
思う。コピー用紙の購入枚数もA3・A4を含め前年比-9500枚になった。次年度は
基準年度数値維持に向け電子データ、メールの積極的活用にも一層積極的に
推進し活動して行きたい。

64

9月
990

1,020750 210

4月 5月2月
55

73 65
57

・社内部材の在庫の適正見直しによる無駄な廃棄削減 ○

・分別BOX(電池回収ＢＯＸ設置済）100％活用 ○

達成状況

88

✕

45

・リサイクル業者選定（塩ビシートのゴミ削減。
リサイクル)

○
・施工時、作業時の廃棄物抑制に努める

97

11月

○

49 58

・端材の利用で余計な購入を削減
○

83

850

10月
0 0

6月
240340

7月 8月

12月

取組結果とその評価、次年度の取組内容

0
0

1,650 180
4月

0
230 950

3月

1,410

2月

1,080

55

0

50

100

150

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

一般廃棄物（kg） 2022年 2024年

0

1,000

2,000

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

産業廃棄物（kg） 2022年 2024年
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水道水の削減

2022年

2024年

溶剤の適正管理

2024年度経営指針書　行動計画項目

地域や関係団体の環境活動に積極的に参加
・エコキャップ推進協会へのキャップ送付
・月1回会社周辺の清掃活動を実施

取組結果とその評価、次年度の取組内容
〇
〇

前年度後半から実施したｴｺｷｬｯﾌﾟ活動は定着し地域の方からの協力もあって3
万個達成。周辺の清掃活動も社内で定着したので今後も続けていきたい。

12 10 11 11

11月 4月

△

塗料は在庫から使用し購入を控えるようにした。また残り少ない塗料は乾燥させ
産廃として廃棄し在庫の削減に務め、油性塗料から水性塗料への切り替えを促
進している。しかし、管理体制としては不十分だったのでまずは新社屋に移転す
るまでに廃インクや不要塗料を整理し、その上で管理していく。

達成状況

9 9 8 9 8 11

・使用する化学物質は環境にやさしい製品を促進する

×

取組結果とその評価、次年度の取組内容

11 11
8 9

○

8月
8

取組結果とその評価、次年度の取組内容

11
5月

9
7月

数値目標 ✕

1月6月

○

人数が年々増えるのでそれに伴って数値が増えているが、新メンバーへもしっ
かり節水を呼びかけ周知してもらっている。来期目標は2024年に変更し100％に
定め、使用量を増やさないように心がけたい。

0 0

3月12月
10 10108

9月 10月
988

2月

・作業ミスによる使用量増加の抑制 ×
・発注量の適正化（無駄な購入を防ぐ） ×
・MSDS入手で適正な使い方を徹底

・1F洗面台の蛇口をシャワーに切り替えて使用の徹底

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

△
2、映像チーム 〇

・節水呼びかけを表示 ○

達成状況

・手洗いやトイレでの流し方に節水を心がけ意識する

1、同業他社見学や情報収集で定着出来る仕組みづ
くり

△
2、端材有効活用（ワークショップに参加）

　動画・SNS投稿 #REF!
#REF!

○
3、端材有効活用（メルカリ出品） 〇

エコアクション活動の定着として推進チームを４人体制に増やしたが、逆
に「誰かがやるだろう」という志向になり、結果活動を推進する動きが少
なくなってしまったことが大きな反省点といえる。端材の有効活用につい
ては社員の案をどんどんﾌﾞﾗｯｼｭｱｯﾌﾟしﾜｰｸｼｮｯﾌﾟを開催し数人だが喜ん
でもらえた。ﾒﾙｶﾘでも数点ｼｰﾄを販売することが出来たのでこれらの取り
組みは引き続き実施しもっと成果を出したい。来期はさらに体制をかえ、
ｴｺｱｸｼｮﾝ活動のPDCAをしっかり回していく。

・EA定着化への推進

達成状況

1，ドローンチーム ドローンは免許を取得し、撮影した動画も映像チームと連携をとって編集をすす
めることが出来た。SNSを使っての発信も今期はしっかり担当者が定期的に実
施し、それによって認知度も上がり、直接受注に繋がる事もあった。来期は営業
部も関わって、さらに会社としてのPR手段になるように取り組んでいく。

　　操作技術向上とPR動画撮影

0

5

10

15

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

水道水（㎥） 2022年 2024年
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□事業所の取組紹介 (本社・東京共通）

＜環境保全への行動指針　6・　年度経営指針書の行動計画実行により企業価値向上をめざす。＞
エコアクション推進チームを新たに編成し4人体制で始動

全員で今年1年かけて改善していく事案（問題点）を出しあう(問題点抽出表）
優先順位の分類をつける
エコアクション推進チームで定期的にﾐｰﾃｨﾝｸﾞを開催し「検討」「改善」「定着化」をめざす

問題点1 問題点2 問題点4
　荷物運搬用EV内に ﾜｺﾞﾝ内道具が乱れて、時々紛失する 外からの納品物、現場からの持ち帰り品が 
　物が置きっぱなし 適当に置かれると導線も悪くなり紛失にも繋がる
　改善   改善    改善
EV内に表示 ﾜｺﾞﾝ内を定期的に整理し全員に周知 荷受表示版で情報共有

問 題 点 抽 出 表

問 題 点 の 改 善

ｴｺｱｸｼｮﾝ推進ﾁｰﾑで話し合い、問

題を抽出し一覧にまとめた。

それらをA.B.Cでランク付けし

「A」のすぐ改善できるものから改善

を進めるようにした。
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2024

2025 累計ｷｬｯﾌﾟを焼却した場合の　　　　

CO2発生量：225.23kg  を削減！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

12月26日 178

3月4日 114

ゴミにしない取り込み （しっかり分類・廃材を資源に）

1,099Kgを売却

金額：100，015円5月9日

累計　30,745個
105.2

10月24日 142.5

持ち込み日付 数量（kg)

7月5日

41.3

年間合計　580ｋｇリサイクル

事務所の一角に回収ＢＯＸを

設置し、定期的に古紙業者へ

持ち込む仕組みをつくりました。
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実績を踏まえて見直す

　

実績を踏まえて見直す
実績を踏まえて見直す

実績を踏まえて見直す

　

八尾のまちをきれいにする活動

として、月1回の会議前に全員で

会社周辺のゴミ拾いを実施することに

しました。

この活動をやると、少しすがすがしい

気分にもなるので、重たくなりがちな

会議前には、よい活動です！

この活動は月1回全員参加で絶賛継続中です！
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□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無

法的義務を受ける主な環境関連法規制等は次の通りです。

空気圧縮機

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

□外部から苦情等
取り組み対象期間での苦情等はありませんでした。

□緊急事態対応訓練

緊急事態の想定： 火災の発生
■実施日： ■実施場所：
■参加者： ■実施内容：

■評価：A 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

■実施状況の様子
業務中に火災が発生したと想定し、
一斉に避難を行いました。
2Fから1Fへの避難なので、慌てず
階段でも押さないように注意を促し
マスクをしていない人へは、口を
手やハンカチで押さえて避難するように
呼びかけました。
1F駐車場へ集合し、点呼を行い訓練を
完了しました。
人数が増えているにも関わらず
前回より４０秒も早く避難完了したので
評価Aとしました。

緊急事態の想定：現場でのKY活動
■実施日： ■実施場所：
■参加者： ■実施内容：

■評価： 手順書の変更の必要性□ あり ☑ なし

■実施状況の様子
・どの現場に於いても施工前にしっかり
　手順を確認しあって事故などを防ぐ。
　夏場は熱中症対策も十分に行う。

一般廃棄物及び産業廃棄物の保管・排出

全社員

危険物の少量以下での保管

廃棄物処理法
騒音規制法
労働安全衛生法

年度内現場　都度実施 東京/大阪　施工現場
現場担当者/施工関係者様

・KY（危険余地）事前確認

SDS評価（ボンド、シリコン、塗料、シンナー）

消防法（危険物）

適用される事項（施設・物質・事業活動等）

顧客要求事項 環境管理（騒音軽減）、安全管理（歩行者、車両）、有資格者の常駐　

業務用空調機

2025年6月20日 本社

・通報訓練、消火訓練、避難訓練

フロン排出抑制法

避難完了時間　57秒

適用される法規制
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□代表者による全体の評価と見直し・指示
実施日：

実績を踏まえて見直す
環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり

環境経営目標・計画 □ 変更なし ☑ 変更あり 2025年度経営指針書による。基準年度変更。
実施体制 □ 変更なし ☑ 変更あり 推進チーム再編成

□編集後記

2025年8月18日

今回は4人体制でエコアクション推進チームを編成し、それぞれの役割を決めて進めていく計画でしたが、それがなかなかうまくい

かず

もっと話し合いを密に実施し、全社員へもしっかり伝えるべきだったという反省の一年でした。しかし、前半は他社に見学に行って

参考になる

事案についていくつか導入することが出来ました。また端材の有効活用については前回のようなワークショップの開催には至りま

せんでした

が、代わりにメルカリにて数点販売を行い、売れることがわかったので、今後ももっと出品数を増やしていこうと考えています。

去年の9月に八尾のまちをきれいにする活動として、会社周辺のゴミ拾いを全員で実施しその取り組みは今なお継続中です。

個々ではエコアクションの取り組みについて認識し、意識してくれているように思うので、それをみんなが声に出して共有し、日々

の業務がエコアクションの取り組みと直結出来ているを会社として、自信を持って言えて、企業の強みとしてアピール出来るように、

今期はエコアクションの取り組みも4年目に入り、着実に社内に浸透し、業務の一環として組み込まれつつあると

感じる。特に、プラスチック端材・金属廃棄物のマテリアルリサイクルは分別からリサイクル工場への持ち込みま

で、自然な業務の流れの中で定着し、今期はアクリルで580ｇ、金属で1，099ｋｇのリサイクルを達成し、サイン業

という環境を作る仕事でもある私たちが、その入り口から出口まで名実ともに環境づくりを行うことができたので

はないかと感じている。全体会議の場でもエコアクションでの課題を取り上げ、社内全体に意識向上に向けた取

り組みができたことも大きかったと感じています。

その他エンビシートのメルカリ出品、アクリルのスマホスタンドなど、ワークショップやネット販売での有効活用も、

社員自らがアイデアを出し積極的に取り組んでくれました。今期は売上も大きく伸ばし、その中でもそうした活動

の積み重ねで、

エネルギー使用、ＣＯ２排出量や廃棄は、前年度水準に近いレベルに抑えることができました。引き続き、次年

度も新社屋への移転に伴う更なる環境負荷低減に向けた取り組みを推進したいと考えています。具体的には車

両の電動化やソーラー発電による自然エネルギーの活用も進めていきたい。

課題としては、まだまだ経済効果を実感するところまで周知・実践していないため、数値を含めた周知、それに伴
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